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で
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●
１
屯

木 ｆ
時
日りよ

大

濡
て
曾
手
．
そ
し
て
謹
た
よ
き
一
１
１
‐
Ｉ
‐
１
１

－
年
間
に
約
川
人
増
加

主
婦
と
な
る
べ
き
女
性
も
少
な
い
と
い

う
こ
と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で

『
し
よ
う
か
。

△
嫁
は
箕
っ
た
牛
の
代
り
、
文
化
生
活
一
・
女
が
一
人
多
い
新
金
木
応

は
理
還
し

ょ
ふ
ぎ
話
の
一
つ
に
『
家
で
は
長
男
一
諦
削
雛
陥
飾
搬
一
一
識
蝿
蝿
珊
聯
騨

凸
Ｕ
●
。
●
■
■
。
■
■
①
●
①
◆
Ｃ
由
り

の
嫁
を
も
ら
う
た
め
に
伽
手
で
あ
っ
た

謹
浄
蕊
籠
蕊
瀦
一
鋤
必
維
謂
窪
飛
一
一
逆
仁
な
っ
て
お
り
総
謙
す
れ
ば

牛
を
売
っ
た
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
気

鼈
則
鮒
諦
諦
腿
一
蠅
繩
区
鯛
麟
》
感

の
毒
で
は
あ
る
が
、
お
嫁
さ
ん
は
牛
の

代
り
に
な
っ
て
働
い
て
も
ら
う
の
で

一
年
ロ
ー
総
人
口
竺
万
七
千
部
落
は
男
が
多
く
、
商
業
地
帯

｜
隣
牌
懲
蕊
議
い

こ
と
は
皆
さ
ん
も
よ
く
承
知
の
と
お
り

き
あ
り
、
こ
れ
を
世
界
人
口
密
匪
に
比

較
し
ま
す
と
、
米
国
で
は
一
粁
平
方
に

つ
き
一
七
人
、
中
国
は
四
八
人
、
ソ
連

で
は
八
人
、
日
本
で
は
二
一
○
人
余
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本

は
人
口
が
多
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
通

そ
の
劃
に
腰
村
で
は
人
材
が
少
い
と
い

函

人
口
に
反
比
例
の
耕
地

敗
戦
後
の
わ
か
る
も
の
で
し
ょ
う
。
働
き
手
の
嫁
が
墹

国
の
人
口
は
北
え
た
の
だ
か
ら
、
も
う
一
蹴
き
伽
い
て

海
道
、
本
州
、
も
ら
う
た
め
に
牛
を
買
っ
た
と
い
う
な

四
国
、
九
州
の
ら
諾
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
最
近
こ
の

四
つ
の
島
に
わ
獅
堂
の
西
の
方
の
部
落
で
錘
艶
に
嫁
さ

住
ん
で
お
り
、
ん
鞍
も
ら
う
た
め
に
、
命
の
次
に
大
事

で
あ
る
と
い
う
な
水
田
を
四
反
歩
売
る
ん
だ
と
い
う
騒

承
知
の
と
お
り

鞍
瑚
き
ま
し
た
。

ヘ
コ
吾
這
こ
上
こ
れ
も
私
の
頭
で
は
ど
う
い
う
こ
と
な

合
理
的
経
営
は
今
後
の
課
題

金
木
実
験
股
場
長
前
田
文
衛

の
か
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も

判
断
を
し
て
兄
て
下
さ
い
。

津
軽
平
野
の
北
部
に
あ
っ
て
、
冬
の
半

年
露
の
中
に
う
ず
も
れ
な
が
ら
の
農
業

経
営
で
は
（
し
か
も
水
田
単
作
で
）
残

念
な
が
ら
文
化
生
活
だ
と
か
自
然
条
件

昨
年
十
月
一
日
戦
後

鞆
二
Ｍ
目
の
国
勢
調

が
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
結
畢
新
金
木
町
の

総
人
口
は
一
万
七
千

二
百
九
十
七
名
で
昭

和
二
十
五
牢
に
行
わ

れ
た
国
勢
調
査
で
は
一
万
六
千
六
百
六

十
月
一
日
戦
後
ト
ー
Ｉ
Ｕ

十
五
名
で
、
こ
の
五
年
間
に
六
亘
二
十

一
Ｍ
目
の
国
勢
鋼

二
名
咽
と
な
っ
て
い
る
。

始
れ
た
が
、
そ

‐
‐
・
；
Ｉ
《
次
の
調
査
区
別
の
築
討
表
を
み
れ
ば
わ

女
が
一
人
多
い
新
金
木
町

眞
剣
な
顔
で
逃
げ
る

、

、
可
愛
い
鬼
の
子

『
鬼
は
ソ
ト
ー
、
福
は
ウ
チ
ー
』

バ
ラ
、
・
バ
ラ
、
パ
ラ
豆
の
音
。
、

年
男
は
赤
鬼
、
青
鬼
め
が
け
て
豆
を
ま

少
毎
、
◎

こ
こ
に
は
大
人
の
鬼
睦
所
長
さ
ん
一
人

の
み
で
、
あ
と
は
み
ん
な
満
三
歳
か
ら

六
歳
ま
で
の
男
の
子
の
可
愛
い
鬼
ば
か

ハ
ン
◎

保
母
さ
ん
、
小
使
さ
ん
、
そ
れ
に
チ
ツ

年
齢
別
に
調
べ
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
一
教
育
委
員
の
選
挙
は

し
た
線
は
出
さ
れ
な
い
が
、
海
外
引
揚

者
と
て
あ
ま
り
な
か
っ
た
当
町
は
、
こ

二
月
二
十
八
日
で
す

れ
に
よ
れ
ば
、
女
の
鱈
加
率
が
男
に
比

Ｉ

し
て
物
凄
く
商
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

か
る
通
り
、
一
般
に
農
家
戸
数
の
多
い

部
落
は
男
が
多
く
、
商
業
地
帯
は
そ
の

逆
に
な
っ
て
お
り
総
討
す
れ
ば
男
よ
り

女
が
一
名
だ
け
多
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
前
回
の
場
合
は
女
よ
り
男
の
方

が
二
百
二
十
一
名
多
い
。

畝
歩
、
旧
嘉
瀬
で
は
一
町
六
畝
歩
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
、

班
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
魏
明
の
婆
が
一

な
い
で
し
ょ
う
。

△
苦
し
い
の
は
当
然
ｌ
経
営
規
嘆
の
小

さ
い
日
本
の
塵
家

一
体
こ
の
地
方
の
状
態
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
艇
家
一
戸
当
り
平
均
耕
地
耐
積
は
一

米
国
で
は
二
○
町
歩
、
日
本
全
国
平
均

で
は
一
町
一
反
歩
、
青
森
県
平
均
で
は

一
町
四
畝
歩
、
旧
金
木
町
の
平
均
は
八

反
五
畝
歩
、
旧
喜
良
市
村
で
は
八
反
二

と
社
会
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
こ
の
地
方

に
こ
の
ま
ま
で
は
文
化
圃
錘
の
建
設
だ

と
か
は
、
と
て
も
と
て
も
睡
事
中
の
難

騏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
狼
明
の
婆
が

な
い
で
し
ょ
う
。

△
苦
し
い
の
は
当
然
ｌ
経
営
規
嘆
の
小

・
１
１
‐
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｉ
■
Ｔ
■
Ｕ
Ｉ
ｒ
、
ノ
ー
、
Ｊ
１
、
ノ
、
■
凸
▼
■
Ｕ
Ｖ
．

チ
ヤ
イ
女
の
子
は
み
ん
な
福
の
神
。

や
は
り
福
の
神
は
お
と
な
し
く
、
綺
腿

ぷ

な
も
の
を
麺
ん
で
い
る
。

全
都
下
プ
ク
レ
の
お
多
禰
駁
だ
。

豆
ま
き
が
は
じ
ま
る
と
円
い
輪
は
逃
げ

ま
ど
う
鬼
共
に
メ
チ
ヤ
、
メ
チ
ヤ
に
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

外
に
追
わ
れ
た
可
愛
鬼
共
の
中
に
は
、

小
さ
い
お
多
福
甑
も
迷
い
こ
ん
で
い
る

彼
、
彼
女
等
に
は
鬼
も
福
の
神
も
仰
よ

し
に
さ
れ
て
し
ま
う
ら
し
い
。

【
写
厘
Ｉ
節
分
の
日
の
懐
育
所
風
祭
】

一

一

木

区
金

分.『世帯数男女

25零］,"74,1333,996‘薊”｜畷
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25牢8922,6852,6555,340本力当

り
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１
１蕊瀬

喜良市

’1
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言『

－

一
割
’
一
》
域
繊
鯛
戦

一
一
患
番
大
切
な
問
題
で
あ
っ
て

一
宅
一
大
き
く
申
す
な
ら
県
民

一
在
ゞ
の
結
核
禍
を
左
右
す
る
も

核
ゞ
の
は
、
多
数
の
在
宅
結
核

匠
朧
縄
鴻
る
と
い
い
得
る

冬
は
琴
族
感
染
が
塩
え
る
時
で
あ
る

が
、
家
庭
内
の
療
養
に
つ
い
て
次
に
述

べ
と
み
よ
う
。

一
、
謹
養
を
し
て
い
る
人
に
は

①
先
生
が
き
め
て
く
れ
た
安
静
塵
に
あ

る
日
課
を
守
る
こ
と
。
↑

②
毎
日
体
温
表
を
つ
け
よ
う
。
十
分
以

上
は
さ
ん
で
途
中
ぬ
い
た
り
し
な
い

よ
う
に
。
ゞ

③
無
理
に
転
地
す
る
必
狸
は
な
い
。
治

癩
や
生
活
に
便
利
な
所
で
療
養
す
る

方
が
よ
い
。
。

④
日
光
浴
や
日
な
た
ぼ
つ
こ
は
危
険
。

青
森
眼
一
・
○
・
四

旧
金
木
町
○
・
八
・
五

旧
蒋
哩
市
村
○
・
八
。
二

旧
嘉
瀬
村
一
℃
・
○
・
六

瀞
撫
く
）
○
・
七
・
七

経
営
耕
地
面
種
の
比
較
を
す
る
と
米
扇

人
の
二
○
分
の
癖
一
に
し
か
相
当
し
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
米
国
の
隆
夫
が
一
人
で
働

く
分
な
日
本
の
農
夫
二
○
人
で
鋤
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
主
食
の
生
産
趣
鞍
比
較
し
て
、
見

ま
す
と
米
国
の
隆
夫
一
人
当
り
の
生
産

趾
は
三
四
・
四
人
で
す
。
一
日
平
均
八

期
魂
Ｗ
Ⅲ
ｎ
拙
駄
罪
繭
Ⅱ
Ⅱ
肌
訓
罰
駕
Ⅱ
側
Ⅱ
詑
薊
爺
朋
Ⅱ
Ⅱ
籠
罰
弱
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
要
罰
蕊
Ⅱ
肌
Ⅱ
爺
爵
訪
肌
Ⅱ
Ⅲ
巽
嬰
罰
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
謂
罷

0

一
〃
外
出
す
る
と
さ
は
必
ず
噸
一
十
を
か
ぶ

一
⑤
語
稚
に
罪
は
純
体
に
だ
め
。
深
呼
吸

耀
灘
蕊
崇
Ｉ
＆

｜
れ
塔
め
壱
と
．

｜
⑦
セ
キ
や
ク
シ
ヤ
ミ
の
出
る
と
き
は
、

｜
珊
態
謝
雫
一
向
い
て
ロ
を
お
お

一

１
，
．
，
．
１
』
↑
‐
州
‐
Ｉ
ｕ
７
４
目
７
１
〃
‐
碩
訓
』
ｊ
，
‐
、
く
一

五
つ
こ
◎

⑨
同
じ
部
睡
で
嫁
族
や
ほ
か
の
人
と
寝
・

る
と
き
は
、
あ
な
た
の
枕
も
と
に
ツ
｜

イ
タ
テ
を
お
く
か
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
一

る
よ
う
に
す
る
。
た
が
い
違
い
に
寝
一

る
の
も
よ
い
方
法
。

⑩
タ
ン
は
、
紙
に
と
っ
て
焼
き
す
て
る

⑧
小
さ
い
干
供
は
病
室
に
入
れ
な
い
よ

誼
つ
こ
。

１
１

時
間
労
鋤
で
日
唖
日
は
休
日
と
し
て
の

栄
牽
城
で
あ
り
ま
す
。
．

と
こ
ろ
が
日
本
の
隆
夫
は
刺
早
く
か
ら

晩
迦
く
主
で
働
い
て
わ
ず
か
に
一
・
九

人
分
よ
り
働
け
な
い
と
い
う
状
況
で
す

以
上
で
如
何
に
も
経
営
が
零
細
制
で
あ

り
、
生
産
が
ほ
い
か
と
い
う
こ
と
が
お

わ
か
り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
つ
ま
り

資
本
主
銭
化
が
す
す
ん
で
い
な
い
郵
爽

の
表
現
で
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

『
Ｒ
本
農
業
の
近
代
化
』
が
し
き
り
と

叫
ば
れ
て
い
ハ
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
わ

け
で
す
。

膨
飴
共
究
制
の
孵
化
け
朧
崎
的
な
生
産

共
祠
休
に
よ
っ
て
、
氏
族
制
の
勝
代
は

厩
族
と
奴
隷
と
の
閏
総
に
よ
っ
て
、
封

る
の
も
よ
い
方
法
。

タ
ン
は
、
紙
に
と
（

方
法
が
一
番
よ
い
。

療
養
に
好
都
合
の
冬

半
面
伝
染
の
危
険
も
大

P

②
病
室
は
、
い
つ
も
き
れ
い
に
難
噸
し

て
お
く
。
季
節
の
花
も
忘
れ
な
い
で

③
病
室
の
掃
除
に
は
、
ハ
タ
キ
や
ホ
ウ

キ
を
使
わ
ず
に
ゾ
ー
キ
ン
で
拭
き
掃

除
を
す
る
こ
と
。

④
夜
兵
の
蹄
し
入
れ
や
病
室
の
掃
除
を

す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
か
け
る
。
マ

ー
ス
ク
は
い
つ
も
き
れ
い
な
も
の
を
。

⑤
看
護
を
す
る
と
き
の
カ
ツ
ボ
ウ
菅
は

お
勝
手
の
と
別
に
す
る
こ
と
。

⑥
番
謹
の
あ
と
は
必
ず
石
け
ん
で
手
を

洗
う
。

Ⅱ
Ⅲ
祁
託
丞
函
罰
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
講
鵬
誰
訳
Ⅱ
川
Ⅲ
蚕
誤
配
壷
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
篭
辛
爵
諏
肺
Ⅱ
Ⅱ
雷
勇
一
↑
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
勇
壷
三
Ｆ
Ｍ
Ｍ

二
、
家
の
人
に
守
っ
て
い
だ
だ
き
い
二
一
、
消
毒
の
し
か
た
は

①
耗
人
の
世
賊
を
す
る
人
は
、
何
雫
も
廟
納
澗
維
蟹
睡
賑
部

二
と
は

伽
か
ら
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
が
賜
性
一
け
て
お
く
と
安
全
。

壺
駈
岬
鯲
解
蛾
邦
ら
ぺ
一
②
繩
溌
罐
ン
は
袋
の
ま
ま
焼
き

町
当
”
で
は
毎
年
旧
脈
に
生
活
旋
困
つ
円
間
話
そ
の
肌
皿
期
間
と
し
た
が
、
供

て
い
る
力
混
に
温
い
贈
り
も
の
を
す
る
凧
き
れ
た
金
品
の
内
訳
波
び
贈
り
先
は

症
吋
聴
蠅
廻
艫
繋
塁
鯏
荊
綴
鯲
内
訳

廼
制
の
時
代
は
領
主
と
隆
奴
（
殿
睡
と

百
妙
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
賢
本
主

義
の
時
代
は
翼
本
家
と
労
働
謡
と
の
関

係
に
よ
っ
て
将
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
も

の
在
あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
殿
睡
シ
百
姓
の
つ
な
が
り
の
残
捧
が

旧
正
に
淵
い
贈
り
も
の
．

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

一
③
衣
類
や
夜
具
は
、
と
き
ど
き
日
光
に

あ
で
、
よ
く
さ
ま
し
て
か
ら
使
う
。

④
食
器
は
別
に
し
て
煮
れ
ば
安
全
。

四
、
そ
し
て
一
般
的
に
は

①
治
療
蜜
は
細
く
畏
く
や
り
く
り
す
る

②
践
問
罐
法
や
家
伝
薬
で
治
そ
う
と
す

る
の
は
塒
代
お
く
れ
。

一
③
療
養
の
こ
と
や
、
家
族
の
健
康
診
断

・
の
こ
と
な
ぞ
で
、
一
産
は
近
く
の
医

院
や
保
健
所
に
連
絡
を
し
て
み
よ
う

冬
は
、
家
族
に
病
気
が
う
つ
る
危
険
は

’

未
だ
過
分
に
に
お
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
も
若
さ
と
新
し
さ
を
も
つ
皆
さ
ん

の
努
力
で
拭
い
去
っ
て
ほ
し
い
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
蔵
下
次
号
）

【
写
睡
Ⅱ
燃
心
に
調
演
を
聞
く
成
人
連

と
玉
噸
奉
典
の
代
表
者
】

一一

あ
る
が
、
一
面
鍛
套
に
は
好
都
合
の
季

節
、
“
錘
族
の
方
や
、
社
会
の
人
禽
の
た

め
に
一
日
も
早
く
掴
復
さ
れ
る
よ
う
に

祈
っ
て
い
ま
す
。

’

一一一
－

九
千
七
百
円
Ｎ
Ｈ
Ｋ
脅
森
、
弘
加
、
一
一

八
戸
放
送
局
銅
五
回
募
金

二
千
円
金
木
町
芦
野
大
師
禰
翫
中
（

代
説
松
江
三
之
助
）

九
壬
二
百
九
十
円
町
内
一
般
募
金
剛
一

四
ヂ
五
百
円
Ｎ
Ｍ
Ｋ
奇
森
、
弘
前
、

八
戸
放
逆
届
錨
四
回
幕
金
、

一
千
百
七
十
円
町
内
一
般
募
金

針
二
万
六
千
七
百
六
十
円
支
給
額

錘
拙
品
（
一
世
糊
当
り
鰭
油
一
升
）
の

支
給
対
象
者
、

職
恥
嘆
蓋
懸
一

再
尺
市
地
区
三
二
○

肘
二
○
六
批
輔

・
一
、
二
○
○
門
弘
加
譲
老
院
四
人

三
白
Ｕ
円
悪
心
〃
一
人

三
○
○
円
払
加
変
成
蝿
一
人

六
○
○
円
青
森
学
幽
二
人

二
、
六
○
○
円
苣
鋤
叩
拓
醐

一
三
批
幣

二
○
○
円
長
実
山
〃
一
世
梢

一
づ
○
門
蒋
哩
市
ク
ー
批
糟

団
員
の
手
で
屯
所
を

建
て
る
・

再
良
市
消
肋
剛
で
け
予
算
二
十
四
万
円

（
う
ち
町
蜜
七
万
巳
で
一
千
四
坪
の

淌
防
屯
所
を
昨
年
の
蕊
新
築
し
た
。

こ
の
屯
所
は
剛
賦
が
黄
材
莚
持
ち
よ
っ

て
労
力
奉
仕
で
建
て
た
も
の
で
昨
年
春

念
願
か
な
っ
て
購
入
し
た
ポ
ン
プ
自
鋤

車
を
収
容
し
て
い
る
が
、
今
年
は
さ
ら

一
に
二
階
を
つ
く
る
誹
阿
種
た
て
て
い
る

一
〔
濯
奄
Ｉ
完
成
し
渥
喜
良
市
の
消
防
屯

f

一
河
一
日
新
年
名
刺
交
換
会

一
月
六
日
弘
南
パ
ス
金
木
枇
莱
所
落

成
式

一
月
七
日
川
倉
焼
酒
地
区
用
水
蹄
新

没
工
班
打
合
会

一
月
九
日
適
挙
嶽
瓢
塞
凰
会
、
砿
人

式
に
つ
い
て
打
合
会

一
月
十
日
解
放
隆
地
国
震
袖
侭
連
盟

金
木
分
会
脱
朋
会
、
爾
圃
市
脈
人
会

受
胎
鯛
節
辮
習
会

一
河
十
二
日
保
行
所
措
慨
蛮
に
閥
す

る
打
合
会
．
“

一

一
月
十
五
日
成
人
式

一
月
十
六
日
昭
和
三
十
年
灌
工
業
胴

盃
鯛
査
賦
説
明
会
、
繁
田
地
区
父
兄

金
中
に
つ
い
て
参
蝿

一
月
十
七
日
金
木
商
工
会
総
会

一
月
十
八
日
腰
榮
改
皿
爽
馳
腱
家
禰

一
〃
十
三
日
川
角
財
産
区
総
会
、
ス

一
月
一
千
Ｈ
昭
和
三
十
一
米
鍛
年
度

一
児
二
十
五
日
耕
土
培
養
対
確
袖
助

率
難
打
合
会

一
月
二
十
七
日
保
汽
所
母
の
余
役
風

す
る
巫
蕨
会
９

－
月
一
千
三
Ｈ
数
両
秀
陞
会
定
例
会

で
泳
騨
に
掲
敵
い
た
し
ま
す
。
）

一
旦
千
八
日
民
生
委
園
研
究
協
醗

会
、
津
蝿
地
区
児
童
拙
祉
研
究
会

一
月
三
十
日
教
青
雲
風
協
議
会

投
稿
藷
の
数
が
ふ
え
て
参
り
、
繩
嬢
部

掲
餓
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
誠
に
申

◇
…
合
併
後
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
、

で
は
限
陛
あ
る
ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
と
て

一
月
三
十
一
日
第
五
Ｍ
瞬
時
町
藏
会

訳
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
悪
し
か

ら
ず
お
許
し
の
窪
を
お
願
い
致
し
ま

◇
…
そ
の
上
院
を
誕
班
内
容
に
も
鋲

係
で
鰯
旛
遜
絡
す
る
場
合
に
多
い
の
で

の
あ
る
こ
と
も
つ
い
で
県
脚
了
承
下
さ

い
。
こ
れ
は
印
刷
所
が
離
れ
て
い
る

よ
り
本
号
に
擢
載
致
し
ま
せ
ん
。
次

ラ
イ
ド
製
作
識
習
会

は
ク
癌
瀬
山
の
鰯
．
に
″
に
つ
い

紹
介
致
し
ま
す
。

習
全

◇
↓
：
『
名
勝
古
跡
め
ぐ
り
』
ば
都
合
に

（
一
言
以
降
の
分
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合

了 難
問
伽
用
蠅
の
打
合
会
、
謡
産
に
関

会リ
ン
ゴ
販
売
状
況
懇
歌
会

ｆ
１
Ｕ
Ｊ
ｌ
、
Ｊ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｅ
、
。
〃
″
０
，
０
〃
■
、
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ⅱ
Ｊ
１
、
Ｊ
ｆ
、
。

あ
し
あ
と

ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ｌ
ノ
Ｉ
４
ｆ
ｊ
ｌ
Ｊ
１
ｆ
１
ｆ

編
集
後
記

’
一

‘

御 す関 り~号

108 j■■


